
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

形成外科専門研修コース（３病院共通） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
後期臨床研修により、日本形成外科学会専門医としての知識・手技を取得することを目的とする。研修

期間に、より多くの経験を積むことができるよう連携病院、関連医療機関での研修も行う。後期臨床研

修 1～2 年目では主に形成外科学総論の習得を目標とする。後期臨床研修 3 年目では形成外科専門医取

得に必要な一般外科（外科学総論、基本手術手技および診療に必要な外科診療技術）と外科サブスペシ

ャリティの技術を習得する。後期臨床研修 4～5 年目では、創傷治療・瘢痕およびケロイド・先天異常・

皮膚腫瘍・形成外科関連領域の各論疾患に関する知識および治療法の計画、手術手技の習得を目標とす

る。 
 
研修カリキュラム 
１～２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター３病院形成外科 
研修期間 
2 年 
習得内容 
形成外科総論の習得。医療センター3 病院での形成外科研修を行う。 
 
３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター３病院外科系等関連科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
外科系サブスペシャリティの習得を希望する関連病院各科でのローテーション（消化器外科、頭頚部外

科、麻酔科、皮膚科など）により、基礎的知識・技術を習得する。 
 
４～５年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター３病院ないし教育関連病院 
研修期間 
2 年～ 
習得内容 
創傷治療・瘢痕およびケロイド・先天異常・皮膚腫瘍・形成外科関連領域（外科、小児外科、脳外科、



皮膚科、整形外科、耳鼻科、眼科）の各論疾患に関する知識および治療法の計画、手術手技を習得する。

科長の指導下で、チーフとして形成外科の各種手術の執刀者となることができる。日本形成外科学会お

よび関連学会に参加し、学会発表を行う。 
 
形成外科専門医の取得 
 
週間予定 
 

曜日 
午前 

研修内容 
午後 

月  
外来、病棟 

 
手術、教授回診、医局会、術前術後カンファレンス、抄読会 

火  
手術 

 
手術 

水  
外来、病棟 

 
手術 

木  
外来、病棟 

 
外来手術、病棟、レーザー外来 

金  
外来、病棟 

 
外来手術、病棟 

土 
 

外来、病棟 

その他の教育行事 
 ・医療センター３病院合同カンファレンス １回/２ヶ月 
 ・院外症例検討会 １回/月 
 ・抄読会 １回/月 
 
教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院  総括指導責任者：大西  清 
東邦大学医療センター大橋病院  指導責任者：  大西  清 
東邦大学医療センター佐倉病院  指導責任者：   林  明照 
がん研有明病院         指導責任者：  澤泉 雅之 
星総合病院           指導責任者：  佐瀬 道郎 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
在籍 10 年以上の 9 名、大学院卒後 4 名が学位を取得している。在籍 7 年以上の医局員は全員日本形成

外科学会専門医を取得している。 
 
コースの指導状況 



教室スタッフおよび外来・病棟チーフが各種レベルでの指導にあたり、教授により統括される。 
外来：外来責任者の指導・監視のもとに、外来担当医が教育を行う。 
病棟：病棟責任者の指導・監視のもとに、病棟チーフがマンツーマン体制の教育を行う。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院生は積極的に受け入れている。研究に関しては、形成外科学講座で行われている研究活動を中心

に、指導教授と相談の上で研究テーマを定め、自らの活動を開始し、研究を自分で展開していける能力

の獲得を目指している。また、研究と臨床研修がバランスよく行えるようなカリキュラムを個別に作成

している。 
海外留学に関して、希望者は積極的に海外留学を行えるようカリキュラムを個別に作成している。 
 
評価及び修了認定 
到達目標について達成の有無を自己評価し、指導責任者および指導医はその達成を評価・援助する。日

本形成外科学会専門医資格取得を修了認定とする。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本形成外科学会 

資格名 専門医 

資格要件 
臨床研修 2 年の後、研修施設において通算 4 年以上の形成外科研修を行うこと。 
4 年以上引き続いて日本形成外科学会正会員であること。 

学会の連携等の概要 

東邦大学は専門医となるための修練に適した認定施設として日本形成外科学会より認定されている。 

 
 


